
～童謡は「心の栄養」です～�

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

�

キャサ
リンの

　「むずかしい合唱でなく、なつかしい童
謡や唱歌をみんなで歌いたい」という声か
ら始まった私たち「白石童謡の会」です。
  早いもので、もう17年になります。月２
回の練習で、現在75名の会員がいます。公
民館まつりや仙南合唱祭に参加しています。
敬老会にも毎年招待され、喜んで歌ってい
ます。
　聴いてくださる方々にも喜んでいただけ
る「しあわせな」サークルです。「雪のふ
るまちを」「めだかの学校」などを作曲し
た中田喜直先生とホワイトキューブで一緒
に歌ったこともよい思い出になりました。
始めは斉唱で楽しんでいましたが、今は二
部合唱や三部合唱でのハーモニーの楽しさ
を感じるようになりました。
  野口雨情、北原白秋と、四季それぞれの
詞の情感をしみじみ味わえる年齢でもあり、
「心の栄養」です。声を出すことで健康に
もよく、歌詞を暗記してステージに立つので、
で、頭の体操にもなります。
　これからも童謡を歌い続けます。
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Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）�

近年、母の日にカーネーションの花束をお母さんにプレ

ゼントするけれど、もともとはそうではないと知っていま

したか？

お母さんは、やはり古代から大切な存在なので、母の日

を祝う行事の誕生は、はるか古代のギリシャ時代にさかの

ぼります。しかし、現代のようになったのは、約100年前

にアメリカのフィラデルフィア市にいた女性が起こした行

動がきっかけでした。自分の母を追悼するために、アン

ナ・ジャーヴィス（Anna Jarvis）は、２年目の母の命日に、

教会で白いカーネーションを霊前にたくさんたむけ、母を

偲んだそうです。このことが参列者に感動を与えて、数年

をかけて全米に広がりました。そして、1914年のアメリカ

議会で５月の第２日曜日を「母の日」と宣言しました。

５月の第２日曜日が母の日ということも、だんだん国際

的になりましたが、国々によって違った母の日もあります。

例えば、隣の韓国は、５月８日に「父母の日」として祝い、

イギリスやアメリカの近くにあるメキシコなども別の日に

母の日を祝うそうです。

母の日の定番は、やはりカーネーションで、これもいろ

いろな説があるそうです。花言葉で「母への愛」の象徴、

「十字架に架けられたキリストに聖母マリアが涙した後に

咲いた花」、「アンナ・ジャーヴィスのお母さんの大好きな

花」という説もあります。本来はお母さんへの感謝を表す

ために、お母さんが健在な人は胸に赤い花を飾り、お母さ

んが亡くなられた人は白い花を飾ります。現在は飾るより、

贈るスタイルになってきましたね。

私は、母に何を贈るか毎年悩みました。花より実用的な

プレゼントを贈りたいので、なかなか見当たりません。４

年前に、実用的と思った携帯電話を買って母に贈りました。

母も喜んで持ち歩いています。でも、電源をいつも切って

いるからあんまり実用的ではありませんね。やはり、当日

母の代わりに家事や料理をしたりするのが、一番いい母孝

行だと思っています。

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 � （５月１日～６月５日）

開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考

18頁掲載

16頁掲載

18頁掲載

18頁掲載

18頁掲載

大　人　　200円
高校生以下100円

武家屋敷
「旧小関家」

無料市内中心部白石市民春まつり 商工観光課
0２２－１３２１

 5 月 3 日（祝）

無料検断屋敷第１回春の検断屋敷まつり 小原公民館
0２９－２０３１

お茶券400円碧水園10:00～
15:00

碧水園茶会 古典芸能伝承の館
0２５－７９４９

 5 月23日（日）

入場無料
※出店希望者連絡必要

いきいきプラザ8:30～
12:00

いきいきプラザ　フリーマーケット いきいきプラザ
0２２－１６３５

 5 月22日（土）

無料・材料持参
※連絡必要

いきいきプラザ10:00～
11:30 

10:00～
15:00 

定期リサイクル教室
「広告からはがきを作ろう」 

いきいきプラザ
0２２－１６３５

 5 月 8 日（土）

9:00～
17:00

9:00～
17:00

端午の節句展
※5/3 10:00～
　笹巻づくり実演・試食

社会教育課
0２２－１３４３

 4 月29日（祝）
～ 5 月 5 日（祝）

 5 月1日（土）
～ 5 日（祝）

無料弥治郎こけし村9:00～
17:00

森田丈三コレクション展
ＰＡＲＴⅡ�

弥治郎こけし村
0２６－３９９３

3 月16日（火）
～ 5 月24日（月）

無料白石城本丸・益岡公園白石城さくらまつり 商工観光課
0２２－１３２１

4 月上旬　　
～ 5 月 5 日（祝）

入場無料ホワイトキューブ第46回全日本こけしコンクール
第11回白石市地場産品まつり

商工観光課
0２２－１３２１

 5 月 3 日（祝）
～ 5 日（祝）


